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研究成果の概要：成果の中心は次の４点にまとめられる。

（１）　既に実験的に研究開発し終えた、日本漢字音データベース（大字音表）の根幹と

なるソフト及びデータについて、それが実用に十分耐えうるかどうかを実践形式

を取り入れて検証したこと。

（２）　（（１）を踏まえて）実用に耐えうるソフトの完成度を高めるとともに、それに

のっとって日本漢字音研究における基礎中の基礎となる韻鏡データを実用に耐え

うるまでに再構築し、一定の完成度に達したデータベースを作成したこと。

（３）　将来における大字音表の発展・拡充を目指した基礎的な調査、研究作業を行うこ

とができたこと。すなわち、近い将来における大字音表への複数資料の字音デー

タ掲載を目指して一部資料について日本漢字音の整理を行えたこと。また、同様

に、日本漢字音資料の発掘や調査、及び研究を行えたこと。

（４）　国内外の漢字音研究者の研究の便宜を図って、実用に耐えうる『韻鏡』データを

載せた日本漢字音データベースをインターネット上に公開したこと。
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１．研究開始当初の背景
(１)日本における漢字音研究は、近世以前から今
日まで盛んに行われてきた。特に近代以降は世
界の中でも屈指の研究水準を誇ってきた。しか
し、その基盤となる各資料の漢字音はまだ研究
者全員の共有物となっていなかった。取り分け
データベースと呼ぶにふさわしいものは一つ
としてなかった。なかんずく残念なのは、中国
韓国・越南漢字音はともかくとしても、日本人
研究者にとって言わば至宝である日本漢字音
に関してその類のものが一つとしてなかった
ことである。また、日本漢字音研究者にとって
不可欠の、各漢字の『韻鏡』図上の位置、すなわ
ち『韻鏡』データもまた、いまだ研究者が共有し
自由に利用できるものは一つとしてない情況
にあった。この点において、日本漢字音研究は
他研究領域に比して、基礎的研究がかなり遅滞
しているの観があった。

(２)利用したい資料なり漢字音なりは研究者に
よって異なる。しかし、『韻鏡』データはどの日
本人研究者にとっても必要にして不可欠なも
のである。すなわち、日本漢字音研究にあって
は、まずはだれもが自由に使える『韻鏡』データ
ベースを作ることが何よりも急がれることで
あった。それを作ることができれば、研究者は
それまでの、みずからが一つ一つの「手作業」で
行わざるをえなかった煩わしい『韻鏡』データ
の検索と蓄積を行う必要がなくなることにな
る。当然、膨大な時間と労力とを節約すること
ができる。その結果、研究そのものにその時間
等を費やすことができ、研究を飛躍的に発展さ
せることができる状態にあった。

(３)もとより同様に、その緊急度は『韻鏡』データ
より劣るとはいえ、日本漢字音そのもののデー
タベース（大字音表）ができれば、各研究者は
さらに各種日本漢字音データを共有できるこ
とができるようになり、その結果、おのずと日
本漢字音研究も飛躍的に発展していくことが
望める情況にあった。

(４)既に世界はコンピュータによる大量データ
処理の時代に入っていた。日本漢字音研究の世
界においても、早くからパソコン上で『韻鏡』デ
ータさらには日本漢字音データ(大字音表)を
自由に使えるようになることが切望されてい
た。それにもかかわらず、この種の開発・研究
には費用と労力とが多大に必要とされること
から、敬遠されていた。

(５)本研究代表者湯沢質幸等は、みずからの研究
の発展のために、また日本漢字音研究者間にお
ける切望を担って、平成 13年度より 16年度ま
で科学研究費の支援のもとに、実験的に大字音
表を完成させることに成功した。しかしながら
実験に成功したことは、そのまま広く他の研究
者に安心して使えるデータベースを提供でき
たということになるわけではない。すなわち、
本研究開始当初においては、各研究者の要望に
即した実用に耐えうる大字音表をまだ作成す
るには至っていなかった。

（６）日本漢字音データベースの出現は、中国韓

国等、世界各国の漢字音研究者もまた切望する
ものであったが、上記のようにそれと呼ぶこと
のできるデータベースは国内外に皆無であっ
た。

２．研究の目的
（１）大字音表の実用化に向けて日本漢字音デ

ータベースの再構築を行うこと。
①既に実験的に研究開発し終えた、日本漢字音
データベース（大字音表）の根幹となるソフ
ト及びデータが実用に耐えうるかどうかを実
践形式によって複数回検証すること。

②実用に耐えうるように既開発のソフトの性

能を高め、それにより高度で多量の韻鏡データ

を載せた、データベースを再構築すること。

③実用化した日本漢字音データベースをイン

ターネット上に公開して、日本のみならず世界

の漢字音研究者の便宜を図ること。

（２）高度なデータベース作成に向けた基礎的

な日本漢字音研究を行うこと。

①将来における大字音表の発展・拡充を目指

して、日本漢字音資料の発掘調査や基礎的な

データの整理等を行うこと。

②大字音表への字音データの早期掲載を目指

して、日本漢字音資料の内の特に重要な資料

の漢字音の整理を行うこと。

③上記研究の中で得た情報やデータ等を利用

して日本漢字音研究を行い、その成果を公開

すること。

３．研究の方法
（１）先に実験的に開発し完成させた漢字音処
理データ用ソフトウェアと、それに入力済みの
既存のデータを、実際の運用の場を想定しつつ
動かしてみて、ソフトの更なる向上を図ってい
く。

（２）登録漢字数を大幅に増やし、またそれに
『韻鏡』データを付与して、漢字音データベース
の基盤中の基盤を作る。同時に、それを実用に
耐えうるまでの機能を持つものに作り上げて
いく。

（３）本研究参加研究者また協力者は、みずから
の日本漢字音研究の経験を踏まえて、データ処
理ソフトの点検や『韻鏡』データの使用勝手等
を検証し、その結果を代表者に連絡する。代表
者は、それを受けてソフトの向上やデータの増
量等を図る。

（４）データベースに載せるべき漢字音を持つ
資料の発掘・調査等々を通して得た情報に基
づいて、各人は日本漢字音研究そのものを行う

４．研究成果
研究成果をまとめると、以下の（１）～（３）

のようになる。この内（１）①②は既にインター
ネット上に公開しているので、内容はそれを参照
されたい。（URL：http://home.att.ne.jp/
grape/palewolves/daijion/）

http://home.att.ne.jp/grape/
http://home.att.ne.jp/


また、(２)(３)に関わる成果は既にその大半を
論文や著書、あるいは研究発表等で公開している
ので本報告の第５項を参照されたい。
（１）日本漢字音データベース（大字音表）を
完成させたこと。約８,２００字について、『韻
鏡』韻図上の位置すなわち『韻鏡』データを載せ
たデータベースを完成させた。このデータベー
スには次の２つの特色がある。
①韻書として、また漢和辞典として中近世に最
もよく出版され、また使われた『聚分韻略』掲載
字をすべて載録していること。
②ＪＩＳ第二水準までの漢字すべてを載
録していること。
＊その困難さ故に、異体字や難字等は現在すべて
を補充していない(nsで表示)。しかし、この種
のデータベースの場合、載録項目（漢字）の７
乃至８割方について当該データが瞬時に検索
できれば十分実用に耐えるものとされるので、
未補充のまま公開した。（ちなみに相似たもの
としては自動翻訳ソフトを挙げることができ
る。）以下に、その一部、全掲出漢字約８２００
字中の第１字～５０字についてのデータをこ
こに示す。

＊順に、漢字通番,当該漢字,通し番号,韻鏡上の

位置（馬淵一夫著『韻鏡校本と広韻索引』）、す

なわち、転次・声調・等位・声母（幇滂奉

明・・・・→イロハニ・・・・）である。
1,一,1,328d,17入 4ツ　　2,丁,2,985a,35平 2ヘ

2,丁,3,1011a,35平 4ヘ　 3,七,4,329d,17入 4ヨ

4,万,5,1039c,22去 3ホ　 5,三,6,1411a,40平 1レ

5,三,7,1959c,40去 1レ　 6,丈,8,1108b,31上 3チ

7,上,10,1561c,31去 3ソ　7,上,9,1120b,31上 3ソ

8,下,11,1047b,29上 2ナ　8,下,12,1551c,29去 2ナ

9,不,13,1286a,37平 3ロ　9,14,1334b,37上 3ロ

10,丐,15,695c,15去 1ヌ　11,16,1247b,37上 3

12,且,17,670,11平 4カ 　12,18,347b,11上 4カ

12,且,19,1049b,29上 4ヨ 13,丕,20,527,6平 3ハ

14,世,21,525c,13去 3レ　15,丘,22,1138a,37平 3ル

16,丙,23,1144b,33上 3ロ 17,丞,24,1076a,42平 3ソ

18,ns3,25,565a,29平 2ツ 19,中,26,90,1平 3ヘ　

19,中,27,30c,1去 3ヘ　  20,ns2,28,180,2平 3ハ

21,丱,29,1153c,24去 2ヌ　22,串,30,1178c,24去 2ヌ

23,丸,31,1474,24平 1ナ　24,円,32,1486,23平 1ヘ

25,主,33,378b,12上 3カ　26,丿,34,703d,23入 4ハ

27,ns2,35,890c,9入 3ワ　28,乃,36,566b,13上 1リ

29,久,37,1331b,37上 3ヌ 30,之,38,404,8平 3カ

31,乍,39,1549c,29去 2タ 32,乎,40,881,12平 1ナ

33,乏,41,1403d,41入 3ニ 34,乖,42,1019,14平 2ヌ

35,乗,43,1091a,42平 3タ 35,乗,44,1753c,42去 3タ

36,乙,45,277d,17入 3ツ　37,九,46,1328b,37上 3ヌ

38,乞,47,304c,9去 3ル　 38,乞,48,386d,19入 3ル

39,也,49,1043b,29上 4　  40,乳,50,424b,12上 3ウ

41,乾,51,1496,23平 1ヌ　 41,乾,52,2a,23平 3ヲ

42,亂,53,1135c,24去 1ム　43,了,54,894b,25上 4ム

44,予,55,629,11平 3ラ　  44,予,56,312b,11上 4ラ

45,事,57,188c,8去 2タ　  46,二,58,224c,6去 3ウ

47,ns2,59,156d,2入 3ト　 48,于,60,869,12平 3ラ

49,云,61,1273,20平 3ラ　 50,互,62,498c,12去 1ナ

なお、『聚分韻略』については、故奥村三雄先生
の『聚分韻略の研究』の索引を一部使わせてい
ただいた。ここに記して感謝の意を表したい。

（２）日本漢字音データベース載録に向けての
漢字音データの整理

日本漢字音研究上好個の資料である『蒙求』の

字音データを分韻表の形で整理した。これは字
音そのもののデータベースの一種であるだけ
でなく基盤となるものである。なお、本作業は、
研究分担者の一人、佐々木勇氏が行った。(内容
についてはホームページ参照)

（３）日本漢字音資料調査、整理、研究
　国内外において代表者、分担者全員がそれ
ぞれ個別的に行った。その成果の一つが上
記(２)の『蒙求』漢音の整理である。また、
その他、各研究者は学会等において活発に
研究発表や、論文・図書等の執筆比公表を
を活発に行い、日本漢字音研究に多大な貢
献をなした(本報告第 5項参照）。なお、ロ
ンドン大学 SOAS図書館で行った調査によ
って、同図書館所蔵になる日本漢字音資料
について、以下のような成果を得ることが
できた。①一般開架図書においては、近世
中期刊行の黄檗文献が日本漢字音資料と
して使用可能であること。②書画骨董収蔵
品の中に、漢字音資料として有用なものが
ありうること。
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